
 

特定事業主行動計画の改正に伴うアンケート 結果概要 

 

●目的        次世代育成支援対策推進法に基づく特定事業主行動計画及び女性の職業生活における活躍の 

推進に関する法律に基づく特定事業主行動計画に基づくこれまでの取組による各種制度の認知 

度・取得状況、職員の意識の実態等を把握し、改定計画案作成の資料とするため 

●実施期間    令和６年７月１０日から令和６年７月２４日まで 

●対象者      全職員（会計年度任用職員を除く） 

●実施方法    LoGo フォームから回答（無記名式） 

●回答数      ３２０件（約３４％） 

 

 

                              回答者のご自身のことについて                                
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      次世代育成支援法に基づく特定事業主行動計画策定に当たっての、現在の意識、考え等の調査       

＜子育て・介護等を支援するための休暇、休業等の諸制度の認知度について＞ 
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＜育児休業等の取得について＞ 
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＜休暇の取得状況について＞ 
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問２６ 年休取得促進に必要な取組への考え

GW・夏季等に合わせた連続休暇の取得促進 トップからの強いメッセージ発信

業務の簡素化・合理化 業務の遂行・応援体制の工夫・見直し

計画的に取得するためのルールづくり 個人の余暇の充実

週休日振替、代休の運用変更 上司の意識改革

上司の率先垂範 職場の業務予定の職員への早期周知

職場全体の雰囲気づくり



＜超過勤務について＞ 

 

 

 

 

 

2

6

4

6

2

5

31

17

26

13

11

3

13

12

7

37

36

46

28

1

1

1

3

3

2

1

2

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０代以上

５０代

４０代

３０代

２９歳以下

６０代以上

５０代

４０代

３０代

２９歳以下

女
性

男
性

問２７ 超過勤務への考え方

できるだけ超過勤務をしない 仕事の状況に応じて超過勤務をする 周囲と同程度に超過勤務をする

超過勤務を減らすことは考えていない (空白)
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仕事の状況に応じて超過勤務をする

できるだけ超過勤務をしない

問２８ 現在の超過勤務状況への感じ方

少ない 多いが仕方のない範囲だ 多くて大変だ (空白)
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周囲と同程度に超過勤務をする

仕事の状況に応じて超過勤務をする

できるだけ超過勤務をしない

問２９ 職員の超過勤務が多い理由への考え

業務量が多い、煩雑である 仕事の割り振りが偏っている

人手不足 超過勤務をする方が勤勉であるという雰囲気がある

超過勤務を減らそうという意識がない 超過勤務手当が生活給になっている

定時に帰る雰囲気が職場にない
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超過勤務を減らすことは考えていない

周囲と同程度に超過勤務をする

仕事の状況に応じて超過勤務をする

できるだけ超過勤務をしない

問３０ 超過勤務減少に必要な取組への考え

業務の簡素化・合理化 勤怠管理の強化 個々の職員の心がけ

事業の見直し・撤廃 事業を行う際の体制・人員の担保 上司の意識改革

上司の率先垂範 定時退庁日の徹底 適切な業務の割り振り



＜不妊治療について＞ 
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男
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問３１ 不妊治療の実態の認知度

全て知っている おおむね知っている ほとんど知らない 全く知らない (空白)
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問３３ 現在の不妊治療の状況（問３２「ある」回答者対象）
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問３４ 不妊治療の主な相談先（問３２「ある」回答者対象）

全て知っている おおむね知っている ほとんど知らない 全く知らない
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全く知らない

ほとんど知らない
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問３５ 不妊治療の予定（問３２「ない」回答者対象）

予定している 予定はない (空白)

4

26

33

2

3

13

22

2

42

110

58

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全く知らない

ほとんど知らない

おおむね知っている

全て知っている

問３６ 不妊治療をしながら仕事を続けられると思うか
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問３７ 続けられないと思う理由（問３６「続けられないと思う」回答者対象）

業務がストレスとなり、不妊治療に影響するのではと不安になる 職場の理解やサポートが得られない

精神面での負担が大きい 体調や体力面で負担が大きい

通院にかかる時間が読めず、業務の調整が難しい 通院回数が多い
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問３８ 不妊治療と仕事の両立に必要だと思う取組

トップからの強いメッセージ発信 業務の応援体制の整備

業務の遂行体制の確保（職員数の増加） 所属長等との面談等を通じたキャリア形成、両立のための支援

上司の理解・協力 職務分担の配慮

同僚の理解・協力 不妊治療に関する情報提供

(空白)



＜次世代育成支援について＞ 
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問４０ 仕事をしながら子育てをしやすい環境をつくるために、年休取得促進、

労働時間縮減、人員配置の適正化の他に、本市にとって必要と思うもの

トップからの強いメッセージ発信 子ども・子育てに関する職員の地域貢献活動の支援

子どもの出生時における父親の休暇・休業の取得の推進 上司の制度理解・意識改革

職場優先の環境や固定的な性別役割分担意識の是正のための取組 妊娠中及び出産後の職員に対する諸制度の周知

面談等による本人の意向の把握 (空白)



     女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画策定に当たっての、現在の意識又は考えの調査     

＜昇進・勤務に対する意識について＞ 
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問４２ 将来的に昇進したい職位

部長 課長 主幹 課長補佐 係長 係員（主査を含む） (空白)
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問４３ 管理職への昇進を望まない理由

（問４２「係員、係長、課長補佐」回答者対象）

自分の能力に自信がない やるべき仕事が増える
責任が重くなる メリットがない又は少ない
仕事と家庭の両立が困難になる 必要な職務能力を身につける機会が与えられていない
特に理由はない 周りに同性の管理職がいない（女性のみ選択可）



 

 

 

＜職場における男女の事務分担、配属について＞ 
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問４４ 管理職への昇進を希望する理由（問４２「部長、課長、主幹」回答者対象）

自分の能力を活かすことができる やりがいのある仕事ができる

そのポストのステータスに魅力がある そのポストの権限に魅力がある

給与が上がる 家族から期待されている

特に理由はない 同世代の男性と同程度には昇進したい（女性のみ選択可）

(空白)
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問４５ 仕事を続けていく上での現在の職場の満足度

満足している どちらでもない 満足していない 分からない (空白)
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問４６ 職場での男女の事務分担、配属における取り扱いへの考え

性別により異なるので改善が必要である 性別により異なるが現状のままでよい

性別による差はないと感じる 分からない



＜セクシュアル・ハラスメント等の対策について＞ 
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問４９ 職員のハラスメント防止等に関する要綱・指針の認知度

知っている 知らない (空白)
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問５０ 「ハラスメント相談員」の認知度（問４９「知っている」回答者対象）

知っている 知らない (空白)
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問５１ 相談員への相談経験と今後の相談への考え

（問４９「知っている」回答者対象）

相談したことがあり、必要が生じたときに今後相談すると思う 相談したことはあるが、今後は相談しないと思う

相談したことはないが、必要が生じたときに今後相談すると思う 相談したことはなく、今後も相談しないと思う

(空白)
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相談したことはあるが、今後は相談しないと思う

相談したことはなく、今後も相談しないと思う

問５２ 相談しないと思う理由（問５１「相談しないと思う」回答者対象）

プライバシーが守られなかった（守られそうにない） 気軽に話せる相談員がいない

相談してもきちんと対応してくれなかった（対応してくれそうにない） 相談する案件がない

相談員が誰か知らない (空白)
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問５３ セクシュアル・ハラスメント等を防止するために必要な取組への考え

トップからの強いメッセージ発信 職員の意識改革 職場全体の雰囲気づくり

相談体制の周知徹底 問題発生時の迅速・公正な対応 要綱・指針の周知徹底



＜職場における女性職員の活躍推進全般について＞ 
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問５４ 女性職員は仕事で活躍していると思うか（職種別）

活躍している どちらかといえば活躍している どちらかといえば活躍していない 活躍していない (空白)
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問５５ 女性が活躍できる職場にするために必要だと思う取組

女性の積極的な採用 女性の積極的な係長・課長補佐への登用
女性の積極的な管理職への登用 育児・介護との両立に向けた職務分担の配慮
育児・介護との両立を支援する制度の充実 性別にとらわれない職務分担・配属
望まないマミートラックの排除 男性職員の意識改革
女性職員の意識改革 時間外勤務の縮減
能力向上のための研修 (空白)


